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(57)【要約】
【課題】  体重を測定して得られる電気信号を利用する
ことにより、体重に加えて心拍数や呼吸数などを含めた
体調の測定や管理をする。
【解決手段】  測定装置15のベッド14に設置した測定手
段24で体重を測定し、測定手段24によって得られる電気
信号から心拍数や呼吸数を検出手段25で検出する。検出
手段25では、電気信号の単位波形から心拍を検出し、複
数の単位波形が連続して構成される連続波形から呼吸を
検出する。測定装置15で得られるデータを通信回線13を
通じて管理装置16に送信し、管理装置16で受信したデー
タを記憶して管理する。測定場所から離れた遠隔の地に
ある管理装置16で、体調などの遠隔管理ができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  測定手段による体重の測定によって得ら
れる電気信号から、人体機能を検出することを特徴とす
る測定方法。
【請求項２】  人体機能の検出は、心拍数および呼吸数
の少なくとも一方を含むことを特徴とする請求項１記載
の測定方法。
【請求項３】  測定によって得られる電気信号の単位波
形から心拍を検出し、複数の単位波形が連続して構成さ
れる連続波形から呼吸を検出することを特徴とする請求
項２記載の測定方法。
【請求項４】  体重の測定は、ベッドに設置された測定
手段ですることを特徴とする請求項１ないし３いずれか
記載の測定方法。
【請求項５】  ベッドに設置された測定手段による体重
の測定によって得られる電気信号から、ベッド上の人の
存在を検出することを特徴とする請求項４記載の測定方
法。
【請求項６】  請求項１ないし５いずれか記載の測定方
法で得られるデータを記憶して管理することを特徴とす
る管理方法。
【請求項７】  請求項１ないし５いずれか記載の測定方
法で得られるデータを通信回線を通じて管理装置に送信
し、管理装置で受信したデータを記憶して管理すること
を特徴とする管理方法。
【請求項８】  請求項１ないし５いずれか記載の測定方
法を用い、測定手段による体重の測定によって得られる
電気信号を通信回線を通じて管理装置に送信し、管理装
置で受信した電気信号から心拍数および呼吸数の少なく
とも一方を検出するとともにこれらデータを記憶して管
理することを特徴とする管理方法。
【請求項９】  体重を測定する測定手段と、
この測定手段によって得られる電気信号から、人体機能
を検出する検出手段とを具備していることを特徴とする
測定装置。
【請求項１０】  検出手段は、心拍数および呼吸数の少
なくとも一方を検出することを特徴とする請求項９記載
の測定装置。
【請求項１１】  検出手段は、電気信号の単位波形から
心拍を検出し、複数の単位波形が連続して構成される連
続波形から呼吸を検出することを特徴とする請求項１０
記載の測定装置。
【請求項１２】  測定手段は、ベッドに設置されている
ことを特徴とする請求項９ないし１１いずれか記載の測
定装置。
【請求項１３】  検出手段は、ベッドに設置された測定
手段による体重の測定によって得られる電気信号から、
ベッド上の人の存在を検出することを特徴とする請求項
１２記載の測定装置。
【請求項１４】  請求項９ないし１３いずれか記載の測
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定装置で得られるデータを記憶して管理することを特徴
とする管理装置。
【請求項１５】  得られたデータを通信回線を通じて送
信する請求項９ないし１３いずれか記載の測定装置と、
この測定装置から通信回線を通じて送信されたデータを
受信し、記憶して管理する管理装置とを具備しているこ
とを特徴とする管理システム。
【請求項１６】  測定手段による体重の測定によって得
られる電気信号を通信回線を通じて送信するとともに、
通信回線を通じて受信された電気信号から検出手段によ
り心拍数および呼吸数の少なくとも一方を検出する請求
項９ないし１３いずれか記載の測定装置と、
この測定装置で得られたデータを記憶して管理する管理
装置とを具備していることを特徴とする管理システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、体重を測定して得
られる電気信号を利用する測定方法、管理方法、測定装
置、管理装置および管理システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、病院施設や、在宅介護に用いられ
る医療用のベッドにおいて、ベッドに例えばロードセル
などの測定器を設置し、ベッドに寝た患者の体重を測定
器で検出して表示し、健康管理ができるようしたベッド
がある。
【０００３】このような測定器を備えたベッドの利用に
より寝たきりの患者の場合でも体重の測定および管理は
可能であるが、心拍数や呼吸数などを含めた体調の変
化、就寝状況や生活パターンの確認、徘徊状況などの確
認などはできなかった。
【０００４】また、自宅に居ても、体調が悪いときなど
に、病院などに通報するシステムも開発されつつある
が、通報するには操作が必要であり、体調の不良が進ん
でから通報する場合が多く、通報が遅れがちとなり、特
に、１人暮しの場合や、他の同居人が留守にしている場
合などには、通報が困難な場合が考えられる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】近年、高齢化などに伴
い、特に、在宅での疾病予防および健康管理などが重要
となってきているが、在宅では、十分な疾病予防および
健康管理などはできない問題がある。
【０００６】また、病院などに通報するシステムがあっ
ても、体調が悪くなってから通報することが多く、通報
が遅れがちとなり、通報が困難な場合も考えられる。
【０００７】本発明は、このような点に鑑みなされたも
ので、体重を測定して得られる電気信号を利用すること
により、体調などの測定や管理ができる測定方法、管理
方法、測定装置、管理装置および管理システムを提供す
ることを目的とする。
【０００８】
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【課題を解決するための手段】請求項１記載の測定方法
は、測定手段による体重の測定によって得られる電気信
号から、人体機能を検出するものである。
【０００９】そして、測定手段による体重の測定によっ
て得られる電気信号から、人体機能を検出することによ
り、体重に加えて、体調の変化を確認可能とする。
【００１０】請求項２記載の測定方法は、請求項１記載
の測定方法において、人体機能の検出は、心拍数および
呼吸数の少なくとも一方を含むものである。
【００１１】そして、人体機能の検出として、心拍数お
よび呼吸数の少なくとも一方を含むことにより、体重に
加えて、心拍数や呼吸数などを含めた体調の変化を確認
可能とする。
【００１２】請求項３記載の測定方法は、請求項２記載
の測定方法において、測定によって得られる電気信号の
単位波形から心拍を検出し、複数の単位波形が連続して
構成される連続波形から呼吸を検出するものである。
【００１３】そして、測定によって得られる電気信号の
単位波形から心拍を検出し、複数の単位波形が連続して
構成される連続波形から呼吸を検出することにより、体
重の測定に加えて、心拍数や呼吸数などを簡単に測定可
能とする。
【００１４】請求項４記載の測定方法は、請求項１ない
し３いずれか記載の測定方法において、体重の測定は、
ベッドに設置された測定手段でするものである。
【００１５】そして、体重の測定を、ベッドに設置され
た測定手段ですることにより、ベッドに寝たままの状態
でも、体重に加えて、体調の変化を確認可能とし、さら
に、就寝状況、生活パターンおよび徘徊状況などを確認
可能とする。
【００１６】請求項５記載の測定方法は、請求項４記載
の測定方法において、ベッドに設置された測定手段によ
る体重の測定によって得られる電気信号から、ベッド上
の人の存在を検出するものである。
【００１７】そして、ベッドに設置された測定手段によ
る体重の測定によって得られる電気信号から、ベッド上
の人の存在を検出することにより、生活パターンおよび
徘徊状況などを確認可能とする。
【００１８】請求項６記載の管理方法は、請求項１ない
し５いずれか記載の測定方法で得られるデータを記憶し
て管理するものである。
【００１９】そして、請求項１ないし５いずれか記載の
測定方法で得られるデータを記憶して管理することによ
り、体調などの管理を容易に可能とする。
【００２０】請求項７記載の管理方法は、請求項１ない
し５いずれか記載の測定方法で得られるデータを通信回
線を通じて管理装置に送信し、管理装置で受信したデー
タを記憶して管理するものである。
【００２１】そして、請求項１ないし５いずれか記載の
測定方法で得られるデータを通信回線を通じて管理装置
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に送信し、管理装置で受信したデータを記憶して管理す
ることにより、測定場所から離れた遠隔の地にある管理
装置でも、体調などの遠隔管理を可能とする。
【００２２】請求項８記載の管理方法は、請求項１ない
し５いずれか記載の測定方法を用い、測定手段による体
重の測定によって得られる電気信号を通信回線を通じて
管理装置に送信し、管理装置で受信した電気信号から心
拍数および呼吸数の少なくとも一方を検出するとともに
これらデータを記憶して管理するものである。
【００２３】そして、請求項１ないし５いずれか記載の
測定方法を用い、測定手段による体重の測定によって得
られる電気信号を通信回線を通じて管理装置に送信し、
管理装置で受信した電気信号から心拍数および呼吸数の
少なくとも一方を検出するとともにこれらデータを記憶
して管理することにより、測定場所から離れた遠隔の地
にある管理装置でも、体調などの遠隔管理を可能とす
る。
【００２４】請求項９記載の測定装置は、体重を測定す
る測定手段と、この測定手段によって得られる電気信号
から、人体機能を検出する検出手段とを具備しているも
のである。
【００２５】そして、測定手段による体重の測定によっ
て得られる電気信号から、人体機能を検出することによ
り、体重に加えて、体調の変化を確認可能とする。
【００２６】請求項１０記載の測定装置は、請求項９記
載の測定装置において、検出手段は、心拍数および呼吸
数の少なくとも一方を検出するものである。
【００２７】そして、測定手段による体重の測定によっ
て得られる電気信号から心拍数および呼吸数の少なくと
も一方を検出することにより、体重に加えて心拍数や呼
吸数などを含めた体調の変化を確認可能とする。
【００２８】請求項１１記載の測定装置は、請求項１０
記載の測定装置において、検出手段は、電気信号の単位
波形から心拍を検出し、複数の単位波形が連続して構成
される連続波形から呼吸を検出するものである。
【００２９】そして、検出手段により、測定によって得
られる電気信号の単位波形から心拍を検出し、複数の単
位波形が連続して構成される連続波形から呼吸を検出す
ることにより、体重の測定に加えて、心拍数や呼吸数な
どを簡単に測定可能とする。
【００３０】請求項１２記載の測定装置は、請求項９な
いし１１いずれか記載の測定装置において、測定手段
は、ベッドに設置されているものである。
【００３１】そして、体重の測定を、ベッドに設置され
た測定手段ですることにより、ベッドに寝たままの状態
でも、体重に加えて、体調の変化を確認可能とし、さら
に、就寝状況、生活パターンおよび徘徊状況などを確認
可能とする。
【００３２】請求項１３記載の測定装置は、請求項１２
記載の測定装置において、検出手段は、ベッドに設置さ
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れた測定手段による体重の測定によって得られる電気信
号から、ベッド上の人の存在を検出するものである。
【００３３】そして、ベッドに設置された測定手段によ
る体重の測定によって得られる電気信号から、ベッド上
の人の存在を検出することにより、生活パターンおよび
徘徊状況などを確認可能とする。
【００３４】請求項１４記載の管理装置は、請求項９な
いし１３いずれか記載の測定装置で得られるデータを記
憶して管理するものである。
【００３５】そして、請求項９ないし１３いずれか記載
の測定装置で得られるデータを記憶して管理することに
より、体調などの管理を容易に可能とする。
【００３６】請求項１５記載の管理システムは、得られ
たデータを通信回線を通じて送信する請求項９ないし１
３いずれか記載の測定装置と、この測定装置から通信回
線を通じて送信されたデータを受信し、記憶して管理す
る管理装置とを具備しているものである。
【００３７】そして、請求項９ないし１３いずれか記載
の測定装置で得られるデータを通信回線を通じて管理装
置に送信し、管理装置で受信したデータを記憶して管理
することにより、測定場所から離れた遠隔の地にある管
理装置でも、体調などの遠隔管理を可能とする。
【００３８】請求項１６記載の管理システムは、測定手
段による体重の測定によって得られる電気信号を通信回
線を通じて送信するとともに、通信回線を通じて受信さ
れた電気信号から検出手段により心拍数および呼吸数の
少なくとも一方を検出する請求項９ないし１３いずれか
記載の測定装置と、この測定装置で得られたデータを記
憶して管理する管理装置とを具備しているものである。
【００３９】そして、請求項９ないし１３いずれか記載
の測定装置を用い、測定手段による体重の測定によって
得られる電気信号を通信回線を通じて管理装置に送信
し、管理装置で受信した電気信号から心拍数および呼吸
数の少なくとも一方を検出するとともにこれらデータを
記憶して管理することにより、測定場所から離れた遠隔
の地にある管理装置でも、体調などの遠隔管理を可能と
する。
【００４０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施の形態を図
面を参照して説明する。
【００４１】図１に管理システムを示し、この管理シス
テムは、例えば、在宅介護用のもので、在宅介護を受け
る人（以下、管理対象者という）が居る自宅11と、管理
対象者の体調などを管理する管理会社12とが、公衆回線
や私設回線あるいはコンピュータネットワークであるイ
ンターネットなどの通信回線13を通じて接続される。自
宅11にはベッド14および測定装置15が配置され、管理会
社12には管理装置16が配置されている。
【００４２】図２にベッド14を示し、このベッド14は、
複数の車輪21を有して走行可能とするベース22、および
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このベース22上に配設されたベッド本体23を有し、ベッ
ド本体23上には寝具などが敷かれる。
【００４３】ベッド14には、ベッド14上に管理対象者の
体重を測定するための測定手段24が設置されている。こ
の測定手段24は、例えば、ベース22とベッド本体23との
間で複数箇所に配置された複数のロードセルを有し、こ
れら各ロードセルで受ける質量に応じて出力される電気
信号（測定信号）が測定装置15に出力される。
【００４４】ベッド14には測定装置15が一体的に組み付
けられている。
【００４５】また、図１に示すように、測定装置15は、
ベッド14に設置された測定手段24を有し、さらに、この
測定手段24で得られる電気信号を入力して管理対象者の
体重に加えて、管理対象者の人体機能として心拍数およ
び呼吸数などを検出するとともに、ベッド14上に居て就
寝しているのかどうかといった就寝状況や、ベッド14上
に居るのかどうかといった生活パターンや徘徊状況など
を検出する検出手段25を有している。
【００４６】体重の測定は、予めベッド14に寝具が敷か
れた状態で、測定手段24による体重の測定によって得ら
れる電気信号の値からベッド本体23および寝具の質量分
を差し引くように零点調整することで、ベッド14上に乗
る管理対象者の体重のデータが取得される。図３に、測
定手段24による体重の測定によって得られる電気信号を
示し、縦軸が体重で、横軸が時間である。
【００４７】図３に示すように、測定手段24による体重
の測定によって得られる電気信号は、一定ではなく、体
重の値が上下するように波がある。図４に電気信号を拡
大した図を示し、ベッド14上の管理対象者が寝ていて動
かない状態でも、管理対象者の心拍によって小さな単位
波形が発生するとともに、管理対象者の呼吸によって複
数の単位波形が連続して構成される大きな連続波形が発
生する。
【００４８】心拍数の測定では、測定手段24による体重
の測定によって得られる電気信号の単位波形の１周期ａ
が１回の心拍として検出され、一定時間における単位波
形の周波数から心拍数のデータが取得される。
【００４９】呼吸数の測定では、測定手段24による体重
の測定によって得られる電気信号の複数の単位波形が連
続して構成される連続波形の１周期ｂが１回の呼吸とし
て検出され、一定時間における連続波形の周波数から呼
吸数のデータが取得される。
【００５０】就寝状況の測定では、就寝時には起きてい
るときに比べて心拍数および呼吸数が減少する傾向にあ
ることを利用して、上述のように検出される心拍数およ
び呼吸数が就寝時のものか起きているときのものかを判
別することにより、就寝しているのか起きているのかが
把握されるとともに、就寝時間や、就寝パターンなどが
把握され、これら就寝状況のデータが取得される。
【００５１】生活パターンや徘徊状況の測定では、測定
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7
手段24によって得られる電気信号から、管理対象者がベ
ッド14上に居るのかベッド14から降りているのかが把握
され、トイレなどに行っていたり、徘徊しているような
生活パターンや徘徊状況のデータが取得される。
【００５２】測定装置15は、測定手段24によって得られ
る電気信号のデータ、検出手段25で検知される各データ
を記憶する記憶手段26、各データを表示する表示手段2
7、通信回線13を通じて管理装置16と通信して各データ
（測定データ）を送信する通信手段28を有している。
【００５３】また、管理装置16は、通信回線13を通じて
測定装置15と通信して送信されてくる各データを受信す
る通信手段29、およびこの通信手段29で受信された各デ
ータを記憶する記憶手段30を有し、さらに、各データか
ら管理対象者の体重、心拍数および呼吸数などを含めた
体調の変化、就寝状況、生活パターンおよび徘徊状況な
どを管理する管理手段31、および管理手段31で異常が認
められた場合に所定場所に対して通報する通報手段32を
有している。
【００５４】管理手段31は、記憶手段30に蓄積される各
データから、正常時の体重、心拍数、呼吸数、就寝状
況、生活パターンおよび徘徊状況などの正常データ（正
常値）を求める正常データ判別手段の機能、測定装置15
から送信されてくる各データを正常データと比較する比
較手段、および比較の結果、異常が認められた場合に表
示や警報音などで報知する報知手段の機能を有してい
る。
【００５５】通報手段32では、管理手段31で測定装置15
から送信されてくる各データを正常データと比較した結
果、異常が認められた場合に、病院33や家族34などの所
定場所に対して通報する。この通報手段32による通報
は、自動的に通報したり、管理会社12の人が通報手段32
を用いて通報する。
【００５６】次に、管理システムの作用を説明する。
【００５７】まず、図５のフローチャートを参照して測
定装置15の作用を説明する。
【００５８】ベッド14に設置された測定手段24により測
定し（ステップ１）、この測定手段24による測定によっ
て得られる電気信号からベッド14上に管理対象者が居る
のか居ないのかを判断する（ステップ２）。
【００５９】ベッド14上に管理対象者が居る場合には、
測定手段24による測定によって得られる電気信号から、
体重、心拍数、および呼吸数を検出し（ステップ３）、
各データを記憶手段26に記憶する（ステップ４）。
【００６０】ベッド14上に管理対象者が居ない場合に
は、ベッド14上に管理対象者が居ないことを示すデータ
を記憶手段26に記憶する。
【００６１】記憶手段26に記憶された各データを通信手
段28により通信回線13を通じて管理装置16に送信する
（ステップ５）。
【００６２】そして、測定装置15では、このようなステ

8
ップ１からステップ５の処理を繰り返し、管理対象者の
体重、心拍数、呼吸数、就寝状況、生活パターンおよび
徘徊状況などのデータを、通信回線13を通じて管理装置
16に送信する。なお、送信は、リアルタイムに送信して
も、一定時間毎に定期的に送信するようにしてもよい。
【００６３】次に、図６のフローチャートを参照して管
理装置16の作用を説明する。
【００６４】管理装置16では、通信回線13を通じて測定
装置15から送信されてくる各データを通信手段29で受信
し（ステップ11）、この通信手段29で受信された各デー
タを記憶手段30に記憶する（ステップ12）。
【００６５】管理手段31により、記憶手段30に記憶され
た各データから管理対象者の体重、心拍数および呼吸数
などを含めた体調の変化、就寝状況、生活パターンおよ
び徘徊状況などを総合的に管理する。
【００６６】そして、管理手段31では、記憶手段30に蓄
積される各データから、正常時の体重、心拍数、呼吸
数、就寝状況、生活パターンおよび徘徊状況などの正常
データ（正常値）を求め（ステップ13）、測定装置15か
ら送信されてくる各データと正常データと比較し（ステ
ップ14）、異常が発生していないか確認する（ステップ
15）。例えば、体重が異常に増減していないか、心拍数
や呼吸数が正常時と比べて異常に多いかまたは少ない
か、就寝状況が異常に多いかまたは少ないか、生活パタ
ーンが異常に乱れてないか、異常な徘徊が生じていない
かなどを確認する。
【００６７】比較の結果、異常が認められた場合には、
管理手段31の報知手段により表示や警報音などで異常を
報知し、さらに、通報手段32により病院33や家族34など
の所定場所に対して通報する。そして、管理対象者の居
る場所に、管理会社の人が向かったり、病院33の関係者
や家族34が向かって対処する。
【００６８】このように、ベッド14に設置された測定手
段24による体重の測定によって得られる電気信号から、
人体機能として、心拍数および呼吸数を検出するため、
ベッド14に寝たままの状態でも、体重に加えて心拍数や
呼吸数などを含めた体調の変化を確認でき、さらに、就
寝状況、生活パターンおよび徘徊状況などを確認でき
る。
【００６９】また、検出手段25により、測定によって得
られる電気信号の単位波形から心拍を検出でき、複数の
単位波形が連続して構成される連続波形から呼吸を検出
でき、体重の測定に加えて、心拍数や呼吸数などを簡単
に測定できる。
【００７０】また、測定装置15で得られるデータを通信
回線13を通じて管理装置16に送信し、管理装置16で受信
したデータを記憶して管理するため、測定場所から離れ
た遠隔の地にある管理装置16でも、管理対象者の体調な
どの遠隔管理を容易にできる。
【００７１】なお、測定装置15が、得られるデータを記



(6) 特開２００２－６５６３９

10

20

30

40

50

9
憶して管理するような管理装置16と同様の機能を備えて
もよく、異常が確認された場合に、管理会社12や、病院
33および家族34などの所定の場所に通報するようにして
も、同様の作用効果が得られる。このような場合、管理
装置16が必要なく、測定装置15のみを用いるだけでい。
【００７２】また、測定装置15では測定手段24による体
重の測定によって得られる電気信号を通信回線13を通じ
て管理装置16に送信し、管理装置16で受信した電気信号
から心拍数および呼吸数を検出するとともにこれらデー
タを記憶して管理するようにしてもよく、同様の作用効
果が得られる。この場合、測定装置15を簡素化および低
価格化でき、測定装置16の導入を促進できる。
【００７３】また、測定手段24による体重の測定によっ
て得られる電気信号からは、体重に加え、人体機能とし
て、心拍数、呼吸数の他、血圧なども予測することが可
能で、これらの測定項目は必要に応じて任意に選択して
検出できるようにしてもよい。
【００７４】また、測定手段24を設置する場所はベッド
14に限らず、例えば、便器や椅子など、人が乗って体重
を測定できるものであればいずれでもよく、あるいは、
これらベッド14、便器および椅子などを含めて複数箇所
に測定手段24を設置することにより、管理対象者が移動
しても測定できる機会が増し、より確実な管理ができ
る。
【００７５】また、管理システムは、在宅看護用に限ら
ず、病院施設や養老施設などに適用しても、同様の作用
効果が得られる。例えば、病院施設に適用する場合、測
定装置15を備えたベッド14を病室に設置し、管理装置16
をナースステーションなどに配置することにより、複数
の患者の管理を一括してでき、看護の負担を軽減でき
る。
【００７６】
【発明の効果】請求項１記載の測定方法によれば、測定
手段による体重の測定によって得られる電気信号から、
人体機能を検出するため、体重に加えて、体調の変化を
確認できる。
【００７７】請求項２記載の測定方法によれば、請求項
１記載の測定方法の効果に加えて、人体機能の検出とし
て、心拍数および呼吸数の少なくとも一方を含むため、
体重に加えて、心拍数や呼吸数などを含めた体調の変化
を確認できる。
【００７８】請求項３記載の測定方法によれば、請求項
２記載の測定方法の効果に加えて、測定によって得られ
る電気信号の単位波形から心拍を検出でき、複数の単位
波形が連続して構成される連続波形から呼吸を検出で
き、体重の測定に加えて、心拍数や呼吸数などを簡単に
測定できる。
【００７９】請求項４記載の測定方法によれば、請求項
１ないし３いずれか記載の測定方法の効果に加えて、体
重の測定を、ベッドに設置された測定手段でするため、
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ベッドに寝たままの状態でも、体重に加えて、体調の変
化を確認でき、さらに、就寝状況、生活パターンおよび
徘徊状況などを確認できる。
【００８０】請求項５記載の測定方法によれば、請求項
４記載の測定方法の効果に加えて、ベッドに設置された
測定手段による体重の測定によって得られる電気信号か
ら、ベッド上の人の存在を検出するため、生活パターン
および徘徊状況などを確認できる。
【００８１】請求項６記載の管理方法によれば、請求項
１ないし５いずれか記載の測定方法で得られるデータを
記憶して管理するため、体調などの管理を容易にでき
る。
【００８２】請求項７記載の管理方法によれば、請求項
１ないし５いずれか記載の測定方法で得られるデータを
通信回線を通じて管理装置に送信し、管理装置で受信し
たデータを記憶して管理するため、測定場所から離れた
遠隔の地にある管理装置でも、体調などの遠隔管理を容
易にできる。
【００８３】請求項８記載の管理方法によれば、請求項
１ないし５いずれか記載の測定方法を用い、測定手段に
よる体重の測定によって得られる電気信号を通信回線を
通じて管理装置に送信し、管理装置で受信した電気信号
から心拍数および呼吸数の少なくとも一方を検出すると
ともにこれらデータを記憶して管理するため、測定場所
から離れた遠隔の地にある管理装置でも、体調などの遠
隔管理を容易にできる。
【００８４】請求項９記載の測定装置によれば、測定手
段による体重の測定によって得られる電気信号から、人
体機能を検出するため、体重に加えて、体調の変化を確
認できる。
【００８５】請求項１０記載の測定装置によれば、請求
項９記載の測定装置の効果に加えて、測定手段による体
重の測定によって得られる電気信号から心拍数および呼
吸数の少なくとも一方を検出するため、体重に加えて心
拍数や呼吸数などを含めた体調の変化を確認できる。
【００８６】請求項１１記載の測定装置によれば、請求
項１０記載の測定装置の効果に加えて、検出手段によ
り、測定によって得られる電気信号の単位波形から心拍
を検出でき、複数の単位波形が連続して構成される連続
波形から呼吸を検出でき、体重の測定に加えて、心拍数
や呼吸数などを簡単に測定できる。
【００８７】請求項１２記載の測定装置によれば、請求
項９ないし１１いずれか記載の測定装置の効果に加え
て、体重の測定を、ベッドに設置された測定手段でする
ため、ベッドに寝たままの状態でも、体重に加えて、体
調の変化を確認でき、さらに、就寝状況、生活パターン
および徘徊状況などを確認できる。
【００８８】請求項１３記載の測定装置によれば、請求
項１２記載の測定装置の効果に加えて、ベッドに設置さ
れた測定手段による体重の測定によって得られる電気信
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号から、ベッド上の人の存在を検出するため、生活パタ
ーンおよび徘徊状況などを確認できる。
【００８９】請求項１４記載の管理装置によれば、請求
項９ないし１３いずれか記載の測定装置で得られるデー
タを記憶して管理するため、体調などの管理を容易にで
きる。
【００９０】請求項１５記載の管理システムによれば、
請求項９ないし１３いずれか記載の測定装置で得られる
データを通信回線を通じて管理装置に送信し、管理装置
で受信したデータを記憶して管理するため、測定場所か
ら離れた遠隔の地にある管理装置でも、体調などの遠隔
管理を容易にできる。
【００９１】請求項１６記載の管理システムによれば、
請求項９ないし１３いずれか記載の測定装置を用い、測
定手段による体重の測定によって得られる電気信号を通
信回線を通じて管理装置に送信し、管理装置で受信した
電気信号から心拍数および呼吸数の少なくとも一方を検
出するとともにこれらデータを記憶して管理するため、
測定場所から離れた遠隔の地にある管理装置でも、体調
などの遠隔管理を容易にできる。 *
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*【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態を示す管理システムの構
成図である。
【図２】同上ベッドの側面図である。
【図３】同上体重の測定によって得られる電気信号の波
形図である。
【図４】同上体重の測定によって得られる電気信号を拡
大した波形図である。
【図５】同上測定装置の動作を説明するフローチャート
である。
【図６】同上管理装置の動作を説明するフローチャート
である。
【符号の説明】
13    通信回線
14    ベッド
15    測定装置
16    管理装置
24    測定手段
25    検出手段

【図１】

【図２】 【図３】

【図５】
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/XE24 4C117/XE53 4C117/XH16 4C117/XJ13 4C117/XJ46 4C117/XJ48 4C117/XL10 4C117/XN04 
4C117/XP10

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：通过使用通过测量体重获得的电信号来测量和管理体重以
外的身体状况，包括心率，呼吸频率等。 解决方案：重量由安装在测量
装置15的病床14中的测量装置24测量，并且心率和呼吸率由检测装置25
从测量装置24获得的电信号中进行检测。 检测装置25从电信号的单位波
形检测心跳，并从由多个单位波形构成的连续波形检测呼吸。 由测量装
置15获得的数据通过通信线路13被发送到管理装置16，并且管理装置16
接收到的数据被存储和管理。 位于远离测量位置的远程位置的管理设备
16使得能够进行诸如身体状况的远程管理。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/29fbcffc-cf12-4298-8915-bff586b7a259
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018743457/publication/JP2002065639A?q=JP2002065639A

